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午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら平成２９年第３回美幌町議会定例会、第

２日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第 1 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２５条の

規定により、６番戸澤義典さん、７番早瀨

仁志さんを指名します。 

――――――――――――――――――― 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（藤原豪二君） 諸般の報告を

申し上げます。 

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については省略させていただきま

す。 

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

以上で諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

５番稲垣淳一さん。 

○５番（稲垣淳一君） 〔登壇〕 それで

は、さきに通告してありますとおり、２点

質問をさせていただきます。 

１点目は観光行政について。美幌町の自

然景観を生かし、新たな滞在型観光を推し

進めては。 

２点目に、農福連携による農業と福祉の

新たな展開について。美幌町における現状

と課題、今後の取り組みについてでありま

す。 

美幌町の自然景観を生かし、新たな滞在

型観光を推し進めてはという質問でありま

す。 

昨年、私は町の観光事業の取り組みを勉

強するために、各種さまざまなイベントや

講習会に参加いたしました。 

特に、美幌商工会議所のニューツーリズ

ム開発委員会にはオブザーバー出席をさせ

ていただき、観光客の動向を学び、時には

道の駅２階でのヨガに参加し、雄大な屈斜

路湖を眼下に瞑想にふける雰囲気を感じた

り、和琴半島でのノルディックウォーキン

グに汗を流したりした中で、特に心に残っ

たイベントは星空観察会でありました。あ

いにくの天気で星空を堪能することはかな

いませんでしたが、町内で活躍が著しいア

マチュア天体観測家の円舘氏による星の話

に引き込まれました。このような取り組み

は全国でも数多く見受けられます。特に長

野県阿智村では、年間１０万人の観光客で

あふれ返っているというほど活況を呈して

います。 

そこで、例としてではありますが、星育

のまち美幌町と位置づけ、強く発信しては

いかがでしょうか。 

まず、福豊小学校跡地において星空観測

の基地をつくります。カフェ等の飲食、星

空観測ができる簡易宿泊施設、星空をメー

ンテーマにした物品販売等々です。観光客

はもとより、地元の方たちの利用も見込め

ます。きれいな星空をいつまでも見られる

ように、今ある自然環境の保護にも力点を

置き、愛する郷土を次代を担う子供たちに

引き継いでいく体験型観光のあり方につい
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て、町長の考えをお示しください。 

２点目であります。農福連携による農業

と福祉の新たな展開についてということ

で、美幌町における現状と課題、今後の取

り組みについてお尋ねいたします。 

農福連携とは、農業の現場で障がい者が

就労や訓練を行うことと定義されていま

す。そして三つのパターンがありますが、

①福祉事業者主体、②農業者主体、③福祉

事業者と農業者の連携によるものでありま

す。 

農業者のニーズとしては、担い手不足を

補う耕作放棄地の活用、地域貢献がありま

す。また課題として、作業の平準化、作業

環境の整備、障がい者に適した作業内容の

検証が挙げられると思います。 

また、福祉事業者のニーズとして、作業

選択の多様化、工賃の向上、体力向上、生

活習慣の改善、何より社会性の向上が挙げ

られます。課題としては、農業知識と技術

不足、障がい者への支援と事業のバラン

ス、安定的雇用期間の確保が挙げられま

す。 

町内ではまだまだ事例の尐ない取り組み

ですが、農業の衰退を食いとめる一方で、

障がいのある方の働く場所と収入を得るこ

とができるという農福連携で、農業と福祉

の現場が積極的に連携を進め、ジョブトレ

ーナー（作業指導者）の配置や、これらを

マッチングさせる部署等の仕組みづくりを

当町としても推し進めてはと考えます。町

長の考えをお示しください。 

以上でございます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 稲垣議

員の質問にお答えを申し上げたいと思いま

す。 

初めに、観光行政について。 

美幌町の自然景観を生かし、新たな滞在

型観光を推し進めてはについてであります

が、平成２８年度策定の美幌町観光振興革

新戦略ビジョンにおいて、滞留型及び滞在

型並びに体験型観光の推進は、最重要項目

として掲げられているところであり、現

在、町、観光物産協会、商工会議所で組織

する美幌峠魅力発信実行委員会では、朝焼

けイベントや星空イベントの開催、商工会

議所のニューツーリズム開発委員会では、

星空観測会やヨガ、ノルディックウォーキ

ングなど、さまざまな体験プログラムの実

証をしているところでございます。 

このような中、本年４月２６日には、

町、観光物産協会、商工会議所、ＪＡ、森

林組合、金融機関を構成員とする美幌町観

光まちづくり協議会が設立され、今後、美

幌町観光振興革新ビジョンに掲げた事項を

一体となって取り組むことが確認されたと

ころであります。 

御質問の、星育のまち美幌町としての情

報発信ですが、美幌町観光まちづくり協議

会として今後取り組む計画の中に、星空体

験プログラムがあり、この協議会の中で検

討することが予定されております。 

また、福豊小学校跡地を利用した星空観

測の基地についてですが、地域との合意形

成や施設の利用方法など、解決しなければ

ならない課題がありますが、こちらも協議

会の中で検討されるものと認識しておりま

す。 

美幌峠の魅力は天下の絶景とされる雄大

な景色ですが、昼の景色のみならず、夜の

景色や美幌峠から望む星空はすばらしいも

のであり、今後とももっと多くの方にこの

魅力を発信していきたいと考えておりま

す。美幌峠魅力発信実行委員会において

は、今年度新たなイベントとして、親子で

見る天然のプラネタリウムを７月７日に開

催する予定でありますが、今後も観光の核

である美幌峠の魅力を発信して、滞留型及

び滞在型並びに体験型観光の推進につなが

る取り組みを進めていきたいと考えており

ます。 

次に、農福連携による農業と福祉の新た

な展開について。 
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美幌町における現状と課題、今後の取り

組みについてでありますが、農業、農村に

おいては、人口減尐、高齢化に伴う農業労

働力不足、耕作放棄地の増加が課題となる

中で、一億総活躍社会の実現に向けて、障

がい者などを新たな労働力として期待する

農業側と、障がい者の新たな就労、雇用の

場として期待する福祉側とが連携した農福

連携の取り組みが拡大しつつあります。 

農福連携は、福祉側が農業に関するさま

ざまな活動に従事することや、農業側が障

がい者を労働力として活用することによ

り、地域農業の維持のほか、経営規模の拡

大にもつながることが期待されておりま

す。 

また、農業は障がいの特性に応じた作業

が可能であること、一般就労に向けた体

力・精神面での訓練が可能であること、地

域とのつながりが生まれるといったメリッ

トがあることから、障がい者の就労訓練、

雇用の場として、農作業を取り入れる福祉

施設がふえております。 

美幌町においても、障がい者の労働力を

生かすことは、地域農業における労働力不

足や障がい者の新たな雇用の場を生み出す

効果があると考えられることから、平成２

２～２６年度までの５年間、みらい農業セ

ンターにおいて、サヤインゲンの収穫、選

別作業を、美幌えくぼ福祉会と農作業委託

契約を結び、障がい者の雇用機会の提供と

労働力確保を図り、地域への普及の実証を

行いました。 

平成２７年度以降は、生産者宅で作業従

事が行えるよう、ＪＡびほろ、サヤインゲ

ン組合へ雇用を働きかけましたが、作業可

能な利用者が一般就労したり、美幌えくぼ

福祉会においても、平成２２年度時と比

べ、各種業務を多数依頼されるようにな

り、農作業を引き受ける余地がなくなった

ことから、平成２６年度で事業が終了して

おります。 

現在の美幌町での農福連携の状況です

が、事業趣旨に協力してくださる農家の播

種、草取り、収穫作業などを請け負ってお

ります。 

これらを踏まえた本町におけるの農福連

携の課題としては、福祉側は継続的に農作

業を請け負うことが難しいことや、長時間

作業ができないこと、さらに土日は休日で

あり、一日の作業時間帯も限定されている

こと、また、農業側は作業の平準化が挙げ

られ、季節や天候によって作業量や内容が

大きく異なることや、収穫期には多くの労

働力が必要となる一方、冬期間などの閑散

期はほとんど農作業が発生しないため通年

雇用が難しく、農作業には適合しづらい部

分もあります。 

御質問のジョブトレーナー（作業指導

者）の配置や、これらをマッチングさせる

部署等の仕組みづくりについてであります

が、ジョブトレーナーの配置については、

現在まで農業側及び福祉側の農福連携につ

いてのニーズが尐ないと認識しておりま

す。 

しかし、将来を見据えたとき、農業者の

高齢化による労働力不足は否めず、また、

障がい者の就業率が低いという課題を解決

する手段の一つとして、今後も関係機関へ

の情報提供を図りながら、機運が高まる取

り組みを進めていきたいと考えておりま

す。また、マッチングさせる部署等の仕組

みづくりでありますが、農福連携に限ら

ず、障がい者の雇用については、あらゆる

職業での雇用拡大に向けて関係部署、関係

機関・団体と連携を図り進めてまいりたい

と思います。 

以上、答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） それでは再質問を

させていただきます。 

最近このように美幌町では美幌峠の雲海

から始まりまして新たな美幌峠の魅力を再
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発信しているというところであります。 

町長は最近いつ星空をごらんになりまし

たでしょうか。町内で自宅からでもかまい

ません。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） ３日前に見まし

た。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） そのときの御感想

は。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） なかなか星がきれ

いに見えなかったという印象を持っていま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） そうですね。自然

のもの相手ですから、よく見える日もあれ

ば、見えない日もございます。逆に何かふ

だん何気なく見上げたときに、さらっと見

える金星だったり、もちろんお月様だった

り、最近はストロベリームーンということ

で、非常に大きく見えたりだとか、私もい

ろいろと天体に関しては、そんなにマニア

ではございませんけれども、日頃広い空の

もとに住んでいる者としては、身近に感じ

ているものであります。 

そしてまた、どこにでも見える星空とい

うものを、あえて美幌峠で見てはどうだろ

う、観測してはどうだろうという話が、昨

今、商工会議所ニューツーリズム委員会で

取り上げられ、そしてまた、美幌町におい

ても７月７日夜の７時７分に自然のプラネ

タリウムを見ましょうということで、経済

部からも発信がございました。私も大変興

味深く、ぜひ参加して、新たな感動を味わ

いたいと思っている一人であります。 

さて、その中で改めて美幌町の観光行

政、私は昨年の１２月にもいろいろと御質

問をさせていただきましたけれども、その

ときに、滞在型、滞留型の観光をいろいろ

と模索してはというお話をさせていただき

ましたところ、町長からの答弁の中で、地

域の資源、地域の自然、観光資源をもう尐

し自信を持って有機的に結びつけて考えて

いきたいですとか、滞在型まで行くという

のは相当のパワーが必要だと思う、時間も

必要だ、エネルギーも必要だ、いきなり今

の状態から滞在型へ持っていくにはなかな

か力わざが必要だという思いをしていると

いう御答弁をいただきました。そこのとこ

ろは、私と町長の考えに温度差があったの

で、こういう御発言だったのかという思い

があります。 

確かに、いきなり何十階建ての何百人収

容のホテルだとか、そういうものを呼び込

むということはなかなか難しいと思いま

す。しかし、地元からいろいろな発信をす

る、そして町内の人が盛り上がる、そして

また町外から美幌は何をやっているのだろ

うという思いで寄ってくるというのが、い

ろいろな意味での観光といいますか、町が

にぎわうための一つだろうと思います。 

そこで、今回質問させていただいたの

は、先般、私も町なかが晴れているもので

すから、急いでグリーンビレッジ、みどり

の村も行きました。あそこは本当に星が満

天でございます。その勢いで美幌峠まで走

ったのですけれども、あと２キロメートル

で美幌峠という看板があるのですが、その

辺でぐっとガスが出てきまして、目の前が

本当にもう真っ暗ではなく真っ白で、全く

先が見えないという恐ろしい目に遭って、

頂上からＵターンをして戻ってきましたけ

れども、２キロメートル下ったところでま

たスカッと晴れるという、星空がきれいに

見えるという、そして、一人だったもので

すから、人けのないところで怖かったので

すが、福豊小学校跡地に車をとめて、しば

し星空を眺めていたと。特別何も考えるわ

けではないのですが、何も考えずにボーッ

とした中で、改めていろいろとこの町の自

然の豊かさ、すばらしさ、この町の自然を
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守っていかなくてはとか、いろいろなこと

が沸々と思い浮かんだわけです。 

ですから、改めて余りお金をかけずにと

いいますか、今はこうして民間主導でいろ

いろと施策を行っている中で、何とか応援

役、応援団の一つとして、行政が福豊小学

校の跡地を簡易宿泊所として、あまり派手

なものはまだ要らないと思うので、ほかか

ら来る観光客にとっては、そんなにガチガ

チの宿泊施設よりも、寝袋一つで気楽に来

られるというようなお気軽さが逆にうける

のではないかと思っています。そういう施

設を、お金をかけずに取り組むことはでき

ないのか。そしてまた、そこでカフェをつ

くって、町の農産品、加工品などいろいろ

なものがそこで提供できる農場カフェとい

うものも、いろいろなことがあの場所から

発信、展開ができるのではないかと、その

ようなことを思い立ったわけであります。 

そういう取り組みをしている会議所ニュ

ーツーリズム委員会の皆さんといろいろと

議論を重ねていく中で、これは非常にすば

らしい観光資源があると、どこでもかしこ

でも星空は見えるのですが、そういうもの

を一つピックアップして、グッとこう盛り

上げていくことを考えていますが、町長は

どうお考えでしょうか。改めてお尋ねいた

します。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 私もよく宴会の後

など、冬は特に歩いて帰るときに、星空が

すばらしいなという思いを何度か経験して

おります。そのような中、星空が観光資源

になるということは全く発想もしていなか

ったのが正直なところであります。 

ということは、この星空というのは、多

分北海道であればどこでも同じ状態で見ら

れるのだろうという思いがあったからそう

いう考えに至ったのですけれども、御提案

のように星空が観光の目玉になるというこ

とでありますので、その中で福豊小学校の

跡地を使って何か仕掛けをしてはというお

話でありますが、１回目の答弁でありまし

たように、福豊小学校は地域の方の心のよ

りどころとして学校というものがあったと

いうことであります。そして、今は何も使

っておりませんが、地域の合意も得ないと

いけないということもありまして、それら

をクリアできれば、あとはどういう形でど

ういう運営をしていくか、そして誰がやる

のかということを含めまして、考えていか

なければいけないのではないかという思い

をしているところでございます。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 地域の方の心のよ

りどころとありましたが、確かに私もあそ

こで盆踊りを踊ったり、運動会に参加した

り、いろいろと楽しいことをした記憶がご

ざいます。しかし、今地域に学校がないと

いうことで逆に寂しい思いをしているとい

う話も聞きました。 

その跡地が、通常ほかの地域であれば、

地域の公民館といいますか、寄り合い所だ

ったり、高齢者の方の集まりどころであっ

たりとか、そういう活用をされているのが

多分大多数かと思います。そしてあるとこ

ろでは、合宿所として提供しているという

ような話も聞いていることもあるのです

が、福豊小の跡地については、現在今は何

もないということであります。それであれ

ば、これはもう待っていましたの場所とい

うことですよね。ですから、私も又聞きで

はありますけれども、地域の人の一定の理

解も得ていると。あそこにまた人が集まっ

て、にぎわって、そしてまたあの地域の方

たちの協力も得ながら、あの場所をより発

展させていくという考えのもと、ぜひ、前

向きに利活用の考えをしていただきたいと

思います。 

町長はせんだってビクセンの社長から双

眼鏡をいただいたということを聞いており

ますけれども、その後ぜひその双眼鏡を持

って、もう一度峠を上っていただきたいな
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と思います。 

利活用に関しましては、本当にいろいろ

な意見、アイデアがあふれております。た

だ、そこで我々美幌町だけの人間で考える

と、先ほど町長がおっしゃいましたよう

に、ふだんいつも見ているものというの

は、どうしても空気、水と同じのようなも

ので、何げにあるなというものでありま

す。しかし、視点を変えると、これがまた

全く違ったものに見えるということであり

ます。 

一般質問に書きましたけれども、長野県

の阿智村が年間１０万人、あそこに行くに

は電車がないものですから東京からバスを

使って行くということであります。それが

毎日のように運行しているという話を聞く

と、その見せ方、または誰に対してこの観

光というものを訴えるのか。そこがやはり

私たちの一番求められているところなのだ

ろうと思います。 

せんだってもグリーンビレッジでも話を

聞きましたけれども、以前あそこでも星空

観測をキャンプ場に合わせてやったことが

あると。しかし、雨が降ると星は見えない

です。雲が厚いと星は見えないのです。当

たり前の真ん中なのですが、雲の上には星

空が広がっているのです。それをどう来た

お客様にイメージさせて、それを広げさせ

イメージさせるか。「今日は残念だったけ

れどもまた美幌町に来てみたい」、「そん

なにすてきな星空ならもう一度美幌町の星

空を見てみたい」というように思わせる仕

掛けをしていくことが、これからは必要な

のだろうと思います。 

もちろん、宿泊施設があるから来るとい

うものでも決してないですし、そこに来た

ときにどういう見せ方をさせるか。同じ月

を見るのもどうせ見るなら美幌町、金星を

見るのもどうせ見るなら美幌町ということ

で、せんだって後藤商工会議所会頭が言っ

ていました。「僕は生まれてから一度も流

れ星を見たことがない」と。「こんなにい

い町に住んでいて流れ星も見たことがない

のですか」と言ったら、「いつも下ばっか

り見て歩いている」というような話もして

いましたけれども、決して空が嫌いなわけ

ではなくて、なかなか会頭も上を見ること

がないのかもしれませんが、この間ビクセ

ンの社長が来た時に、勢いで望遠鏡を買っ

てしまったそうです。きっとこれから町一

番の星博士になるかもしれません。そんな

魅力を持つ星空観測でございます。 

ぜひ、誰に対する発信をするのかという

ことをもう一度我々は一生懸命取り組んで

やっていかなくてはならないと思います。 

そこで、改めてお尋ねいたします。７月

７日の自然のプラネタリウム、これは誰に

向けて、今後どういう展開をしていこうと

思って実施する事業なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） ただいまの御

質問でございますけれども、誰に向けてと

いうことでございますが、まずこちらの事

業につきましては、美幌峠の魅力発信実行

委員会において行うものでございまして、

美幌峠の魅力を発信しましょうという中

で、今回初めて星空を見ようということで

企画したものでございます。 

それで、まず魅力を知っていただくに

は、広く知っていただきたいという中で、

やはり子供です。親子で見ようというよう

な題も付けていますので、まずは親子で、

お子さんにも、広く美幌峠を、それから星

空の魅力を知っていただきたいということ

で企画をしたものでございます。まずはそ

こから始めて、今後、また広い世代に事業

展開をしていきたいというように考えてお

ります。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 今回の対象は、親

子で星空を美幌峠で見ていただこうという

ことで、そしてまた、より星に興味を持っ

ていただいて、それから美幌峠の魅力発信
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につながるという趣旨かと思います。 

関連ということで教育長に聞いてよろし

いでしょうか。 

そういう子供向けに星に興味を持ってい

ただくということで、今後そのようなこと

を考える余地はございますでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 急ですが関連とい

うことで、子供に対して星空についての企

画とか考えはどうかという趣旨ですが、本

来は通告していないのですけれども、特別

大目に見ます。 

教育長。 

○教育長（平野浩司君） 子供たちにそう

いう機会を与えるということであれば、私

は非常にいいことだと思います。 

ただ、学校教育の中でどう取り組むかと

いうのは、今何か即答できるような話では

ありません。 

ただ、私も教育委員会に来る前にはいろ

いろなことをやっていきました。そういっ

た中でいけば、今御質問のように、子供た

ちに興味を持ってもらう、そして、その両

親の方々がついてくるということがあるの

で、私は非常にいいことだと思いますし、

進めていただきたいと思います。 

私の立場でできることがあれば、積極的

にやりたいというように考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 突然の質問に対し

てお答えいただきありがとうざいます。 

この後の質問の農福連携にもございます

けれども、一つの部署であれこれ考えると

いうことではもうなくて、いろいろな裾野

の広がる話でございますので、ぜひ、経済

部だけで、那須主幹だけで抱え込まずに、

いろいろなところで情報発信をして、ぜひ

連携してやっていただきたいと思います。

そのような思いが強いものですから、今回

の自然のプラネタリウムというのは、事業

としてはすごくすばらしく非常に楽しみに

しているのですが、いかんせん町の事業が

なぜすべからく無料で行われるのかと思う

ところであります。これはお金を取っては

だめなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの御

質問でございますが、こちらは町と観光物

産協会、商工会議所で組織しております美

幌峠魅力発信実行委員会の事業になります

けれども、こちらの事業の趣旨といたしま

しては、身近な地域の財産であります美幌

峠をまず知っていただこうといった趣旨で

事業を行っております。そういったことか

ら、参加しやすい環境づくりの一環とし

て、無料でのプログラムを考えているとこ

ろでございますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 趣旨はもちろん十

分理解するのですが、今後もその魅力発信

のために、無償で事業展開をしていけるの

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 当然こちらの

事業につきましても、一定の期間行った中

で事業評価等をしていく考えでおります。 

その中で、今のやり方がどうなのかとい

うことはいろいろな御意見を聞きながら、

いい方向につなげていきたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） こういう実証実験

といいますか、まず試しにやってみるとい

うのは、もちろん私としてはそのことにつ

いて何も異論はございませんし、ぜひどん

どんやっていただいて、逆にある意味失敗

を恐れずに、いろいろな展開を期待します

し、応援もさせていただきたいと思ってお

ります。 

しかし、今回とりあえず予算がついたか

らやってみて、来年は予算がつかなかった
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からできなかったということだと、本当の

魅力発信として、町は本気で考えているの

かということを私は考えてしまいます。 

ぜひ、本気度といいますか、この美幌峠

での星空のいろいろな事業展開を観光の

柱、さらに本当の軸にして展開していただ

くためには、継続性のある事業展開を行っ

ていただきたいと思いますがいかがでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 継続性ということ

でありますので、星空は非常に夢のある話

だと思っておりますし、最初の答弁のとき

にお話ししましたように、星空が観光資源

になるということは全く想像もしていなか

った中、この前ビクセンの社長がお見えに

なったときにいろいろなお話をさせていた

だきました。美幌としては、条件としては

非常にいいのではないかというお話もいた

だきましたし、また、先ほど教育長の答弁

もありましたけれども、学校でどうできる

かは別として、星育というような概念もあ

るようでありますので、一過性のものでは

なくて、継続的にできるようなものをしっ

かりとつくっていけるように考えていきた

いと、そのように思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） ぜひ星空体験型の

観光を、今後の美幌町の観光の中心軸に置

けるような展開、発信を、ぜひとも私たち

もいろいろな立場で応援させていただきた

いと思いますし、これが具現化できるよう

に強く希望するものであります。 

この件については最後になりますけれど

も、天気が悪くて星が見えないからといっ

て、これは決して悲観する事業にはなりま

せん。例えば、今はポット型で、非常に小

型でコンパクトなすばらしいプラネタリウ

ムも発売されておりますし、ちょっとした

空間があれば、もう数百万個の星が見える

と、そういうような機械もございますの

で、それも移動型なものですから、至ると

ころで天井がフラットだったら議場でもプ

ラネタリウム観測ができますし、ぜひ美幌

峠の星空観測はもちろんですが、それに付

随した体験型、そしてまた日常的に星を好

きになる子供たちを育てるためにも、この

事業を推進していきたいと思っていますの

で、今後ともよろしくお願いしたいと思い

ます。 

星の観光についてはここで終わりまし

て、次に農福連携について話を移します。 

いろいろと御回答をいただきました。美

幌町の発展、振興のために何が考えられる

のかと思ったときに、やはり地域産業の充

実、そしてまた、ここにある歴史、文化、

それぞれを徹底的に掘り起こすということ

が我々の責務なのだろうと思います。 

新たな企業誘致ですとか、そういうこと

で町の振興発展という考えももちろんある

のですが、決してやみくもに、ただいろい

ろな企業に来てもらえればいいということ

ではなくて、やはり美幌町の主要産業は農

業であるということを誰もが認識している

ところかと思います。ですから、ぜひ農業

とこれらをいろいろと融合させて、さらに

発展するべく、いろいろな可能性を私も探

っているところであります。 

そのような中で、今回、農業と福祉の連

携による、農業のさらなる課題を解決する

ために、振興策、そしてまた障がい者の皆

さんの安定的な収入の確保、そしてまた就

労先の確保等々に、この農福連携という事

業が非常に今注目を浴びているということ

で今回質問をさせていただきました。 

せんだって、みらい農業センターの午来

所長と談話してきた経緯もあるのですが、

今回平成２２年にサヤインゲンの選別等々

でいろいろと事業が行われたと聞いており

ましたけれども、なぜこの引き受ける余地

がなくなったということなのでしょうか。

就労センターのえくぼ福祉会が業務を多数

依頼されるようになって、農作業を引き受
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ける余地がなくなったというように回答を

していますけれども、そういう状況が今の

状況だということで理解してよろしいので

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（髙崎利明君） 今、美幌えく

ぼ福祉会における状況の御質問かと思いま

すけれども、今現在のえくぼ福祉会につき

ましては、障がい者等の雇用という形を就

労移行支援事業所としまして、就労継続支

援Ｂ型事業所ということで、二つの障がい

者のための就労の事業を行っているところ

でございまして、今、利用者が両方合わせ

まして５５名いらっしゃいます。 

えくぼ福祉会におきましては、今美幌町

の公共施設の清掃だとか、津別、大空のそ

ういった施設の清掃等の事業、あと町内の

民間事業所におきましてもこういう事業を

やっておりまして、そういう中で実際の障

がい者の就労の部分について、通年での受

託をして行っているので、こちらのサヤイ

ンゲンにつきましては夏場の限られた期間

ということで、支援員がついて行っており

ましたけれども、なかなか各種ほかの業務

も多数依頼されてきている中で、みらい農

業センターの部分については厳しくなり、

２６年度で終了したというようにお聞きし

ております。以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） もちろん福祉会と

いいますか、そういう就労支援の皆さんの

御事情もいろいろとあると思うのですが、

農業振興といいますか、農業の担い手、ま

た高齢者に対する対応策の一つという側面

からも農福連携というのは、今まさに美幌

町が取り組むべき話ではないかと思いま

す。また、今民生部長から御説明がござい

ましたけれども、私が思うには、これは福

祉側からの話であって、例えば生産者側と

いいますか、農家の方たちからは、この取

り組みは現実問題どのように見られている

のでしょうか。 

私も数件ほどお話を聞いて、確かに現実

問題いろいろな大変さはあるけれども、や

はりそこで働く皆さんの社会性の復帰とい

いますか、昨日の質問にもありましたけれ

ども、自分は今まではどちらかというと引

きこもりで社会人としても生きている価値

があるのだろうか、意味があるのだろうか

ということをおっしゃっていたある女性

も、農業に従事して働くことによって、青

空のもと汗を流して、皆さんと楽しく笑顔

で仕事をする中で、自分自身を見詰め直し

て、そして私にも居場所があるのだと、こ

こで働いてお金を得てひとりの人間として

活躍できるのだと、そういう思いで、今新

しく頑張っていらっしゃるという方を本や

テレビで私も拝見したことがあります。 

こういう取り組みに対して答弁の４ペー

ジにございますけれども、課題として、福

祉側は継続的に農作業を請け負うことが難

しい、長時間作業ができない、土日は休日

で作業時間も限定されていると。農業者側

は、作業の平準化、季節や天候によって内

容が大きく異なる云々といろいろとできな

い理由がいっぱい羅列されているのです

が、このできない理由を私は別に聞きたく

て聞いたわけではなくて、どういう取り組

みをするとさらに発展していけるのかとい

うことを考えてみたいと思います。 

ですから、今ある農業の仕組み、仕方、

もちろんこれは福祉側から言っての話だと

思うのですけれども、例えば今は機械化が

進んでいますし、もちろん地域によっては

まちまちでありますけれども、美幌町の農

家の方のそういう取り組みが、大きくスポ

イルされてしまってはもちろん意味がない

のですが、福祉が絡むということで障がい

者の方たちが社会に参加できるということ

が、いかに大切なことかということも御理

解いただけるような仕組み、取り組み、そ

こでここで言うところのマッチングと私は

言っていますけれども、そこのところを農
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業関係者、福祉政策の両方に町としてはか

かわり合っているわけですから、そういう

方たちをマッチングさせて、本当はもっと

需要があるのではないかと思うのです。 

ですから、今ある農業の手法を持ち込ん

で障がい者の方に作業をしていただこうと

思っても、それはもちろん無理があるのは

わかります。ですから、障がい者から見

て、新たに、例えば１から１０までの工程

を１人で全部やって、種まきから収穫から

販売までやれるのが、それはもちろんある

意味一人前かもしれませんが、我々健常者

であっても、なかなかそれは難しい。た

だ、福祉サイドから見れば、１から１０あ

る工程を１０人で一工程ずつしっかりじっ

くりやること、そういう作業を取り込み、

福祉からの視点を取り込んで作業するとい

うことも、一つ今後考えていただけないか

と、そのように思うのですが、町長いかが

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 議員おっしゃるよ

うに、これはまさにマッチングの問題だと

思います。ミスマッチングしては、やはり

農業と福祉の連携というのは成り立たない

と思います。 

そのような中、美幌でも１件の農家の方

が積極的に取り入れてやっていただいてい

るという経過もありますので、その中の内

容を見させていただいたのですけれども、

例えば今お話のあった機械の操作について

は、やはり尐し難しいということで、危険

性もあるのでさせていないというのが現実

であります。また、障がいの種類や個々の

人の体力に合わせた勤務条件を用意してあ

げているというようなことで、これは農家

にとっても一定の理解がないとなかなか難

しいことで、ハンディキャップを持ってい

る方がどういう作業にどういうことが適し

て、では我々がどこまで提供できるのかと

いうことをしっかりやらないと、まさにミ

スマッチになってしまうということだろう

と思いますので、課題は多いのですけれど

も、ジョブトレーナーのことも含めて、

我々側としても組織横断的に取り組んでい

かなければ、なかなか難しいだろうという

のが率直な印象ですし、現実的にそういう

対応をしていただいている農家もあるとい

うことでありますので、可能性は全くない

という状況ではないと思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 可能性があるかな

いかといえば、もちろん可能性は、私は星

空ほど無限にあるのかと思っていますけれ

ども、そういうことがどうなのでしょう、

美幌町の農業というのはこういうことには

なかなかなじまない農業なのでしょうか。 

例えば、前回みらい農業センターさんで

もいろいろと取り組まれて御苦労されたと

いうように聞いておりますけれども、その

可能性は限りなく低いという判断になって

しまうのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 美幌の農業は大型

機械化農業でありますし、畑作４品で回し

ているところがあります。そして、収穫し

て系統に出していくというのが大方やって

おられる基本的なパターンだと思います。 

そのような中、細かい作業に入っていく

というのはなかなか難しいという現実があ

ると思います。そこでどうするかというこ

とになると、野菜であるとか、つくってい

るところの作物の状況にもよると思います

が、やはりは大型の農業を営んでおられて

４品で回しているところはなかなか難しい

というような現実ではないでしょうか。 

そこでやはり畑作の中でも野菜を取り入

れているところとか、そういうところだと

可能性としては非常に高いのではないかと

いうのが、今お話しししながら思っている

ところでございます。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 
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○５番（稲垣淳一君） 確かに畑作３品４

品ということを見れば、おっしゃることも

理解はできるのですが、今後もちろん冬は

あるとはいえ、ハウス栽培で例えばレタ

ス、チンゲンサイ、三つ葉とか水耕栽培で

つくれるもの、現実的にいろいろな検証が

必要かもしれませんけれども、水耕栽培と

か野菜、果樹の土地利用だとか、また酪農

の話だとか、いろいろな展開、可能性を探

るということにはならないのでしょうか。 

畑作３品４品で話を片づけられると、あ

あそうですかということで、私がここでせ

っかく話す意味もなくなってしまうもので

すから、やはり冒頭の町長からの答弁にも

ございましたが、今後担い手不足、高齢化

という問題を抱えているのであればこその

質問と捉えていただいて、何か次の一手を

打つことは考えられないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの次

の一手ということでございますが、過日、

議員がおっしゃるこの農福連携は全国的に

注目されている事案だということで、北海

道におきましても、６月１３日に農業分野

農福連携推進連絡会議というものが立ち上

げられました。 

こちらには国、道、そして農業関係団体

の農業サイド、福祉サイド、それぞれの部

局担当者が入っておりまして、この会議の

中では、まずはの農福連携に関する各種制

度、事業に関することだとか先進事例等に

つきまして、まずは情報交換をしながら情

報共有を通じて相互の理解を深めて取り組

みを推進するということが会議の中で掲げ

られております。 

このようなことを踏まえて、今後また振

興局段階だとか、そういった会議が広がっ

ていくものと予想されますので、そういっ

たものを注視しながら、検討だとか協議を

していければと考えている状況でありま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 注視をするという

ことは見守るということですよね。 

今ここで美幌町が何かアクションを起こ

すという答えではないという理解でよろし

いですか。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 今すぐどうこ

うという話ではなくて、まずは当然できる

ことがあればそれは取り組んでいきたい

と、ただそれに際しても、いろいろな関係

者との情報交換、意見交換をしながら進め

ていくことが肝要であると担当部局として

は考えております。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） おっしゃることは

わかりますし、もちろんそのとおりだとい

うように理解します。 

ただ、やはり時は待ってくれませんの

で、いろいろな事業を抱えている経済部で

ありますから、ここは民生部と連携して、

部がどうだという話では決してなく、この

美幌の町を盛り上げるための施策の話をし

ているわけですから、ぜひそこは町長の英

断をもって、部局の垣根を取り払って、美

幌の人たちが楽しく明るく過ごせるまちづ

くりのための大きな施策だというように御

理解いただいて、美幌町で考えられる農福

連携をぜひ確立していただいて、町のいろ

いろな方たちが、いろいろな場面で活躍で

きる場の提供、これを推し進めていただき

たいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） １回目で答弁をさ

せていただきましたけれども、平成２２～

２６年までかけて、みらい農業センターの

中でいろいろとやってきた経験もあります

ので、それらを生かしながら、やはり議員

がおっしゃるように今一つの物事を解決す

るのに、一部署一部局だけでは事が済まな

いというような状況でありますので、この
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案件もそうだと思います。広く組織全体を

通じて盛り上げていかなければなかなか難

しいことだと思いますので、そういったこ

とを含めて事に当たっていていきたいと、

そのように思っております。 

議員はいつも具体的な提案型の質問をさ

れて、私どもの動きがなかなか悪いという

ような印象が強いかもしれませんけれど

も、一歩一歩、一つずつ形にしていかなけ

ればだめだという思いでいっぱいでありま

すので、もう尐し見守っていただければと

思います。よろしくお願いいたしたいと思

います。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 事例はやはり私た

ちの武器になりますので、これももちろん

いろいろと勉強をして調べるわけですけれ

ども、やれいろいろな現場でお話を聞くに

つけ、もちろん農業の現場、福祉の現場

で、やはり皆さんはそれぞれお困り事とい

いますか、抱えている問題は十人十色であ

りますので、これを一発で解決するという

方法はなかなか見つからないと理解はする

のですが、やはり、ただ難しいからできな

い、ハードルが高いということで見過ごし

ていくと、残念だという町になりかねない

という懸念で私もこういう質問をさせてい

ただいているわけであります。 

ぜひ、私も言いっぱなしでは決してなく

て、いろいろと協力できるところ、応援で

きるところはぜひ汗をかいてやっていきた

いと思っていますし、別に美幌町が何もし

ていないと決して言っているわけではな

く、いろいろな可能性を持っている町であ

るからこそ、先ほどの星育にしても、今回

の農福連携にしても、そういう可能性のあ

る町だからこそ私たちも応援しがいがあり

ますし、ぜひ町長には前回も申し上げまし

たけれども、エッジの効いた、町長がよく

おっしゃる、きらりと光る施策を打ち出し

ていただき、この美幌町をさらに発展でき

るように頑張っていただきたいと思いま

す。 

今回の質問を契機に、また新たな施策に

取りかかっていただくのを希望いたしまし

て、質問を終わらせていただきます。 

○議長（大原 昇君） 先ほど、観光行政

の中で、通告のないところで質問がありま

したので、本来はできないということだけ

は認識しておいてください。 

これで、５番稲垣淳一さんの一般質問を

終わります。 

以上で一般質問を終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎議会運営委員長報告 

○議長（大原 昇君） 先ほど、議会運営

委員会を開きましたので、委員長からその

結果について報告を求めます。 

１１番橋本博之さん。 

○１１番（橋本博之君） 本日、議会運営

委員会を開催いたしましたので、その内容

と結果について報告いたします。 

町長から、合同納骨塚の寄贈の申し出に

ついて、追加の行政報告があります。 

また、追加議案として、議案第３６号美

幌町長等の給与等に関する条例の一部を改

正する条例制定についてが提出されました

ので、本日、第２日目の議案第３５号平成

２９年度美幌町介護保険特別会計補正予算

（第１号）についての後に審議することに

決定いたしました。 

次に、本定例会において、意見書の提出

を求める要請・陳情を８件受理しています

が、そのうち取り扱いを協議していた５件

について報告いたします。 

ゆきとどいた教育をすすめる北海道連絡

会から４件、「新たな高校教育に関する指

針」の見直しを求める意見書採択に関する

陳情、特別支援学校の設置基準の策定及び

特別支援学級の学級編制基準の改善を求め

る意見書採択に関する陳情、「国の責任に

よる３５人以下学級の前進」を求める意見

書採択に関する陳情、国の教育予算をふや
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して「高校無償化」を復活し、給付制奨学

金制度の確立を求める意見書の採択に関す

る陳情の４件と、美幌町地区連合から、義

務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の

１への復元、教職員の超勤解消と「３０人

以下学級」の実現、「子どもの貧困」解消

など、教育予算確保・拡充と就学保障に関

する意見書採択に関する陳情、以上の５件

につきましては、それぞれ意見書を作成

し、国等の関係機関に提出することといた

しました。 

議員各位及び説明員の御理解と御協力を

お願いしまして、議会運営委員会委員長の

報告といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程追加の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

ただいま議会運営委員長から報告のあっ

たとおり、日程第２ 一般質問の次に、行

政報告を追加し、追加日程第１とし、日程

第１２ 議案第３５号平成２９年度美幌町

介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いての次に、議案第３６号美幌町長等の給

与等に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを追加し、追加日程第２とし、

意見書案第１号平成２９年度北海道最低賃

金改正等に関する意見書についての次に、

意見書案第２号「新たな高校教育に関する

指針」の見直しを求める意見書について、

意見書案第３号特別支援学校の設置基準策

定及び特別支援学級の学級編成基準の改善

を求める意見書について、意見書案第４号

国の責任による３５人以下学級の前進を求

める意見書について、意見書案第５号国の

教育予算を増やして高校無償化を復活し、

給付制奨学金制度の確立を求める意見書に

ついて、意見書案第６号義務教育費国庫負

担制度堅持・負担率２分の１への復元、教

職員の超勤解消と３０人以下学級の実現、

子どもの貧困解消など、教育予算確保・拡

充と、就学保障を求める意見書についてを

日程に追加し、追加日程第３から第７まで

とし、それぞれ議題にしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、行政報告及び議案第３６

号、意見書案第２号から意見書案第６号ま

でを日程に追加し、追加日程第１から第７

までとし、それぞれ議題とすることに決定

しました。 

暫時休憩します。 

再開は、１１時２０分といたします。 

午前１１時０３分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午前１１時２０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第１ 行政報告 

○議長（大原 昇君） 追加日程第１ 行

政報告について。 

町長から行政報告があります。 

町長。 

○町長（土谷耕治君） 〔登壇〕 本定例

会に追加する行政報告、追加議案につきま

して御説明を申し上げます。 

追加する行政報告といたしましては、合

同納骨塚の寄贈の申し出についてでありま

す。 

去る５月１０日、町内新町１丁目６３番

地にお住まいの平井ミサヲ様から、お骨の

取り扱いに困られている方のために、合同

納骨塚を設置して町へ寄附したいとの申し

出がございました。 

このため、合同納骨塚の設置に向けて、

６月９日に町内の宗教団体を対象に説明会

を開催したところ、一定の御理解が得られ

たことから、御厚志をありがたくお受け

し、御趣旨に沿って取り進めることとした

ところであります。 

なお、合同納骨塚の施設概要や運営につ

きましては、他の自治体を参考に検討を進
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めておりますので、改めて議会へ御報告さ

せていただきたいと存じます。 

次に、追加して御提案いたします議案第

３６号美幌町長等の給与等に関する条例の

一部を改正する条例制定について御説明を

申し上げます。 

さきに行政報告いたしました職員の不祥

事に対しまして、町政の最高責任者である

私、職員の管理監督者である副町長、並び

に教育行政の責任者である教育長、それぞ

れの給与の一定額を減額しようとするもの

でございます。 

行政に対する信用を失墜させ、町の信頼

を大きく損ねましたことを町民の皆様に心

からおわび申し上げますとともに、このよ

うな不祥事が二度と起こらないよう、全て

の職員が常に公務員としての自覚を持って

行動することで、信頼の回復に努めてまい

りたいと存じます。 

なお、詳細につきましては、担当部長か

ら御説明いたしますので、御審議の上、議

決を賜りますようお願い申し上げます。 

以上、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（大原 昇君） ただいまの行政報

告、合同納骨塚の寄贈の申し出について質

疑を許します。 

質疑は一人３回までといたします。 

１３番古舘繁夫さん。 

○１３番（古舘繁夫君） お尋ねいたしま

す。 

この行政報告には、９日に町内の宗教団

体という書き方があり、なかなか理解がし

づらいのですが、例えば宗教団体というの

は、仏教の方もいらっしゃいますし、キリ

スト教の方もいらっしゃいますし、そうい

うことなのか、または、通常よくいうお寺

さんと言われる方々なのか。 

それから、その中でいろいろなお話をさ

れたことと想像するのですが、その内容で

私どもに聞かせていただける部分があれば

聞かせていただきたいと思います。 

それは、例えば、宗教というか、死後の

世界というのは、いろいろと文化でもあっ

たり今までの長いしきたりですとか、そう

いうものがあったと思うのです。そのよう

な中で、ここにも書いてあるとおり、お骨

の取り扱いで困るという方も町内にいらっ

しゃるというのは理解するのであります

が、厳しく言えば、とんでもない話だと、

そういうようなことを言う宗教団体の方々

はいらっしゃらなかったのかと、中にはこ

れは一定の御理解という書き方がされてあ

るので、これは言い換えれば、理解をして

いただいたというように受けとめているの

ですが、その辺はどうなのか。 

まず、説明会を開催したという内容でお

話しできる部分があればお聞かせいただき

たいと思います。 

もう一つは、規模というのでしょうか。

例えば、北見や網走、大江議員が総務文教

常任委員会の委員長の時に見させていただ

いたのは、たしか何体収容できるという言

い方だったと記憶しているのですが、そう

いう部分では、面積はどれぐらいの規模を

おっしゃっているのか。 

それから、完成という部分では、いつご

ろを完成としてお考えになって話をされて

いたのか。 

それと、行政側がいただくということ

で、平井さんがこのようなものを建てたい

のだとおっしゃる部分もわかるのですが、

行政側として、こうすることで便利がいい

とか、それから管理上こうだとかという、

そういう行政側からの希望というのはかな

えることができるのか。平井さんが言って

いることは、もうイメージとして固まって

いるのかという点が尐し気になりました。 

それと、場所の選定ですけれども、この

辺だというのは大体想像するのですが、も

し、もっとわかりやすくお話ししていただ

けることがあればお願いいたします。 

以上、幾つか申し上げましたがお願いい

たします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 
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○民生部長（髙崎利明君） ただいまの御

質問ですが、数が多くありましたので、も

し答弁漏れがありましたら、また述べさせ

ていただきたいと思います。 

まず、６月９日の宗教団体への案内先に

ついてでございますが、古舘議員がおっし

ゃいました町内にありますお寺だけではな

く、キリスト教だとか神社だとか、そうい

う１７団体に案内をさせていただきまし

て、うち６団体が出席されております。 

あと、その内容でございますが、詳しく

という形ではなくて、こちらのほうで納骨

堂の寄贈を受けましたということで、経過

といたしまして、平成２７年にこの合同納

骨塚の設置に関しまして意見交換を同じよ

うにさせていただいておりましたので、そ

の経過から寄贈の申し出を受けたことに対

しましてお話をしまして、合同納骨塚の一

般的な運営方法について、他市町村で設置

している自治体の運用状況等を御説明した

ところでございます。 

内容的には、尐子高齢化の時代の中で、

合同納骨塚は必要なものであるという一定

の御理解をいただいたという認識をさせて

いただいているところでございます。 

それと、規模でございますが、規模につ

きましては先ほどの場所等も関係するので

すが、まず、今これから最終的な決断をす

るということで、寄贈者と協議中でござい

ますが、その場所と敷地の大きさ等によっ

て規模も変わる部分はありますが、近隣で

ありますのは北見市で大体２,０００体、網

走市で３００体という規模で設置されてお

りますし、管内では小清水町、大空町、訓

子府町でも設置するということで進んでお

りますので、うちの人口規模等を考えまし

て、すぐにいっぱいになるような形にはな

らないような形で、設置する場所の面積等

を考慮しまして協議をさせていただきたい

と考えております。 

そういうことで、場所と規模につきまし

ては今調整中でございますが、場所につき

ましては寄贈者の要望といたしまして、町

民の方から見える場所、町が見える場所と

いうことで聞いておりますので、市街地共

同墓地や柏ヶ丘霊園の場所を選定している

ところでございます。 

あと、完成の考え方ということでござい

ましたが、寄贈者の意向、要望を踏まえま

して、場所等が決まりましたら、早急に内

容を詰めまして、できれば今年中という形

で進めたいと考えておりますが、何分、詳

細や規模等が決まっておりませんので、そ

ういう部分は早急に調整させていただきま

して、寄贈を受けられる体制を整えたいと

考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） １３番古舘繁夫さ

ん。 

○１３番（古舘繁夫君） 私が尋ねたこと

は大体お話ししていただきました。 

一番最初に１７団体に御案内をして６団

体がお見えになっていろいろなお話をした

とありました。先ほど私も尐し言いました

ように、話の内容としては、部長は一定の

御理解をいただいたという言い方だったの

ですけれども、先ほど差し支えなければと

言ったのですが、私はある寺院の方から、

とんでもないことを考えていると、宗派が

違う方々を一つのところに入れるという考

え方は間違っていると随分おっしゃった方

がいらっしゃったのですが、その方はこの

６人の方かどうかはわかりません。 

もう一度言いますけれども、そのときの

お話で、ここでお話ししていただける部分

があれば、なければないでいいのですけれ

ども、もしあればお話を聞かせていただき

たいと思います。これでやめますのでお願

いします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（髙崎利明君） 今、説明会の

時に否定的なお話があったかということで

ございますが、出席されました団体におき

ましては、否定的な意見はなかったと認識
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をしておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで行政報告を

終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 議案第２６号 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 議案第

２６号動産の取得についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案の２

ページをお開きください。 

動産の取得についてを御説明申し上げま

す。 

議案第２６号動産の取得について。 

次のとおり、動産を取得するものとす

る。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の１ページを

お開き願います。 

資料１、議案第２６号関係。 

動産の取得について。 

除雪トラック１台で、平成４年度購入の

除雪トラックの更新でございます。 

納入場所、美幌町字報徳７９番地の１。 

動産の概要は、記載のとおりでありま

す。 

入札年月日、平成２９年５月１８日。 

指名業者名は、ＵＤトラックス道東株式

会社ほか記載の３社であります。 

取得の金額、４,４２８万円。参考であり

ますが、消費税抜きの額は４,１００万円。

落札率は９５.５％であります。 

取得の相手方、北見市東三輪１丁目２８

番地２、ＵＤトラックス道東株式会社北見

支店、支店長長屋栄治であります。 

契約保証金、免除。 

契約年月日、議決後本契約による。 

納入期限は、平成３０年２月２８日であ

ります。 

以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第２６号動産の取得につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 議案第２７号 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 議案第

２７号動産の取得についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） 議案第２７号

動産の取得について御説明を申し上げま

す。 

議案書の３ページでございます。 

議案第２７号動産の取得について。 

次のとおり、動産を取得するものとす

る。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の２ページを

お開きください。 

資料２、議案第２７号関係。 

美幌小学校教育用コンピュータ機器とい

うことでございます。 

平成２１年度、平成２４年度、平成２５

年度及び平成２６年度に導入しておりまし

た教育用コンピュータ機器につきまして、

前回の導入から９年から４年が経過し、経
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年劣化によりハードディスク、ディスプレ

ーなどに不調を来していることから、今年

度更新をさせていただくものでございま

す。 

納入場所は、美幌町字西２条北４丁目１

番地、美幌小学校でございます。 

動産の概要でございますが、タブレット

型パソコン３６台、富士通製で、教師用が

１台、生徒用が３５台でございます。 

サーバー１台につきましても富士通製で

ございます。 

プリンターにつきましては、カラーイン

クジェットプリンターがエプソン製、Ａ３

ノビ対応１台、モノクロレーザープリンタ

ーがキャノン製、Ａ４対応２台でございま

す。 

ソフトウエアでございますが、ジャスト

スマイルクラス２一式、ジャストシステム

社製とＩＣＴ活用教育ソフト一式、スカイ

社製でございます。 

ジャストスマイルクラス２につきまして

は、動画ツール、学習・情報活用教材、ワ

ープロなどを登載したソフトウエアでござ

います。 

ＩＣＴ活用教育ソフトにつきましては、

タブレット端末を授業で使いやすく制御を

するソフトウエアでございます。 

なお、それぞれの仕様及び機能などは記

載のとおりでございます。 

入札年月日は、平成２９年６月１日。 

指名業者は、有限会社いそざき商店ほか

記載の７業者でございます。 

取得の金額は、１,１１２万４,０００円

で、落札率は９８％でございます。 

取得の相手方、網走郡美幌町字大通北３

丁目１２番地、株式会社久山商店、代表取

締役久山邦徳でございます。 

契約保証金は、免除。 

契約年月日、議決後本契約による。 

納入期限は、契約の日から９０日とする

ものでございます。本日議決をいただき、

契約をした場合は、９月１８日が９０日目

となります。 

以上、御説明を申し上げましたので、御

審議を賜りますようよろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） 先ほど更新という

ことで伺ったのですが、更新後のパソコン

の処置、特に個人情報とか、情報関係の処

置も含めてどうされるのかお聞きしたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） 更新するパソ

コンの処分をどのように行っているかとい

うことでございますが、更新後のパソコン

につきましては、程度のよいものにつきま

しては、特別支援学級、特別教室、それか

らほかの学校で更新年次まで一時的に対応

する機器として活用をしまして、その他の

ものにつきましては廃棄をすることとして

おります。 

廃棄に当たりましては、以前の議会でも

御指摘をいただいていましたことから、有

効に処分できる業者についての調査をさせ

ていただきまして、ほかの市町村での取引

実績のある業者に処分をお願いしたいと考

えております。その際、データ消去、それ

からデータ消去作業完了報告書などを提出

していただきまして、費用につきましては

相殺して無料で引き取りということで処分

をしたいと考えているところでございま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第２７号動産の取得につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成
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の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第５ 議案第２８号 

○議長（大原 昇君） 日程第５ 議案第

２８号動産の取得についてを議題としま

す。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

教育部長。 

○教育部長（田村圭一君） 議案第２８号

動産の取得について御説明を申し上げま

す。 

議案書の４ページでございます。 

議案第２８号動産の取得について。 

次のとおり、動産を取得するものとす

る。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の３ページを

お開きください。 

資料３、議案第２８号関係。 

動産の取得についてということで、今回

購入いたしますカートイン式消毒保管庫に

つきましては、現在の給食センターが新築

時の平成９年に購入したものでございまし

て、既に購入後２０年が経過し、経年劣化

に伴う更新でございます。 

この厨房機器の役割といたしましては、

洗浄後の食器、食缶、タッパ、トレーなど

の調理器具を消毒、乾燥、保管するもので

ございます。 

納入場所、美幌町字稲美５６番地の３、

給食センター調理室内でございます。 

動産の概要は、資料に記載のとおりでご

ざいますが、大きさは幅が約１６メート

ル、奥行きが約３メートル、高さが約２メ

ートルでございます。 

１１の部屋に仕切られておりまして、専

用のカート４４台を収納できる構造となっ

ております。各部屋の両側面に熱交換器に

よりまして庫内の温度を上昇させ、上部に

あるブロアにより庫内に熱風を循環させる

仕組みとなっております。 

入札年月日は、平成２９年５月２５日。 

指名業者は、ホシザキ北海道株式会社ほ

か記載の４業者でございます。 

取得の金額は２,８６２万円で、落札率は

９７.７％でございます。 

取得の相手方、札幌市厚別区厚別南３丁

目２番２８号、株式会社中西製作所北海道

支店、支店長石川雅彦であります。 

契約保証金は、免除。 

契約年月日、議決後本契約による。納入

期限は、契約の日から５０日とするという

ことで、本日議決をいただき契約をした場

合は、納入期限は８月９日となりまして、

夏休み期間中に納入し、２学期からの給食

提供で使用してまいりたいと考えていると

ころでございます。 

以上、御説明申し上げましたので御審議

を賜りますようよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

５番稲垣淳一さん。 

○５番（稲垣淳一君） 現行の機種が２０

年経過したということは理解してわかるの

ですが、２０年たつとどのようなふぐあい

が発生するものなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 学校給食主幹。 

○学校給食主幹（石田勇一君） 具体的な

ふぐあいというと、やはり蒸気式なもので

すから、蒸気の配管が腐食して過去にも蒸

気漏れがあったということです。 

あと、ステンレスも腐食するものですか

ら、特に壁面に接している部分が腐食した

り、あと金属疲労で保管庫の表面がひび割

れしているということもありまして、給食

の提供に支障のないようにということで今

回更新をいたすものでございます。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 
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○５番（稲垣淳一君） 機器のふぐあいに

ついては理解しましたが、建物に関しては

特別影響はないということで理解してよろ

しいですか。 

○議長（大原 昇君） 学校給食主幹。 

○学校給食主幹（石田勇一君） あくまで

も備品ということですから、建物本体に固

定はしますけれども、当然本体には影響ご

ざいません。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第２８号動産の取得につ

いてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第６ 議案第２９号 

○議長（大原 昇君） 日程第６ 議案第

２９号工事請負契約の締結についてを議題

とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

建設水道部長。 

○建設水道部長（石澤 憲君） 議案の５

ページをお開きください。 

工事請負契約の締結についてを御説明申

し上げます。 

議案第２９号工事請負契約の締結につい

て。 

次のとおり、工事請負契約を締結するも

のとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の４ページを

お開き願います。 

資料４、議案第２９号関係。 

工事請負契約の締結について。 

美幌下水終末処理場水処理施設電気設備

更新工事であります。 

工事の場所、美幌町字報徳７９番地の

１。 

工事の概要は、水処理施設電気設備の更

新で、記載のとおりであります。 

入札年月日、平成２９年５月２５日。 

指名業者名は、株式会社電建ほか記載の

５社であります。 

契約金額、１億９６２万円。参考であり

ますが、消費税抜きの金額は１億１５０万

円。落札率は９７.３％であります。 

契約の相手方、網走郡美幌町字美禽１８

４番地１２、株式会社電建美幌支店、支店

長吉田忠美であります。 

契約保証金、契約金額の１００分の１０

以上。 

契約年月日、議決後本契約による。 

工期につきましては、本契約後２７０日

とするものであり、本日議決いただき契約

しますと２７０日は、平成３０年３月１９

日となります。 

以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第２９号工事請負契約の

締結についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第７ 議案第３０号 

○議長（大原 昇君） 日程第７ 議案第
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３０号美幌町過疎地域自立促進市町村計画

の一部変更についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 議案６ページ

になります。 

議案第３０号美幌町過疎地域自立促進市

町村計画の一部変更について御説明を申し

上げます。 

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７

項において準用する同条第１項の規定に基

づき、美幌町過疎地域自立促進市町村計画

の一部を変更するものでございます。 

変更内容につきましては、参考資料によ

り御説明を申し上げますので、参考資料の

５ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

資料５でございます。 

今回の変更につきましては、現在の計画

が平成２８年から３２年度までの５年間の

計画策定を行っているところでございま

す。 

平成２９年度起債申請に当たりまして、

この計画に未登載の事業があることから、

事業の追加を行うための変更を行おうとす

るものでございます。 

変更内容につきましては、変更後の部分

で記載をしておりますけれども、本年度、

あるいは次年度以降も含めて、実施予定の

４路線に係ります町道整備事業について追

加を行おうとするものでございます。 

根拠法令につきましては、過疎地域自立

促進特別措置法でございます。 

以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いをいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３０号美幌町過疎地域

自立促進市町村計画の一部変更についてを

採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第８ 議案第３１号 

○議長（大原 昇君） 日程第８ 議案第

３１号辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の策定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 議案８ページ

でございます。 

議案第３１号辺地に係る公共的施設の総

合整備計画の策定について御説明を申し上

げます。 

辺地に係る公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律第３条

第１項の規定に基づき、田中、古梅、駒

生・登栄辺地に係る公共的施設の総合整備

計画を定めるものでございます。 

現在、町内８辺地がございますけれど

も、このうちの三つの辺地について新たに

計画を定めるものでございます。 

これは辺地対策事業として、公共的施設

の整備を行う場合、当該辺地に係る総合整

備計画を定め、議会の議決を経て総務大臣

に提出が必要とされております。この計画

を提出することによりまして、その事業費

に係ります辺地対策債が充当され、元利償

還金の８０％相当額が交付税措置をされる

ものでございます。 

今回、新たに策定をしようとします辺地

は、田中辺地、古梅辺地、駒生・登栄辺地

の三つの辺地でございまして、９～１１ペ

ージにかけて、それぞれの辺地に係ります

計画書を添付しております。 

平成２９年から３３年度までの５年間の
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新たな計画でございまして、それぞれの地

区におけます今後５年間で予定されており

ます事業について、計画の中に掲載をして

いるところでございます。 

事業内容につきましては、個別排水処理

浄化槽を設置、それから土地改良事業をそ

れぞれの三つの辺地で、またスクールバス

の購入を田中、古梅辺地で、それから除雪

トラック購入を駒生・登栄辺地でそれぞれ

予定をしての事業計画でございます。 

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いをいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、議案第３１号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の策定についてを採

決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第９ 議案第３２号 

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

３２号美幌町へき地保育所条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（髙崎利明君） 議案の１２ペ

ージをお開き願います。 

議案第３２号美幌町へき地保育所条例の

一部を改正する条例制定について。 

美幌町へき地保育所条例の一部を改正す

る条例を次のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明いたしますので、参考資料の６ページを

お開き願います。 

資料６、議案第３２号関係。 

今回の改正につきましては、多子世帯の

経済的負担軽減のため、本年度、北海道が

創設した多子世帯の保育料軽減支援事業制

度により、第２以降の３歳未満児に係るへ

き地保育所の保育料を無償化するため、条

例の一部を改正するものであります。 

なお、事業制度の詳細通知が４月に入っ

てからであったため、４月１日に遡及して

適用するものでございます。 

改正内容につきましては、別表第２の表

を改正するもので、多子世帯保育料無償化

対象者の年齢、市町村民税、所得割額等の

対象要件を備考欄に加え、改正に伴う文言

等の整理を行うものでございます。 

新旧対照表は７ページ、８ページを御参

照願います。 

施行日につきましては、公布の日から施

行し、平成２９年４月１日から適用いたし

ます。 

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） ４月１日に遡及し

て実施ということでしたが、対象となる人

数はどのぐらいいるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（髙崎利明君） これはへき地

保育所でございまして、へき地保育所につ

きましては２歳児から入所できまして、５

月１日現在で、美幌町内にありますへき地

保育所は、２歳児は５名入所しております

が、今回、市町村民税の所得割額が１６万

９,０００円未満の世帯が対象となるという

ことでございまして、今はまだ市町村民税

の額の確定ができておりません。 

年齢対象者は５名いるのですが、この所

得割の対象者がこれから確定いたしますの

で、実際何名が摘要を受けるかは、まだ確



 

－ 69 － 

定しておりませんので、御了承願いたいと

思います。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第３２号美幌町へき地保

育所条例の一部を改正する条例制定につい

てを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１０ 議案第３３号 

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 議案

第３３号美幌町過疎特別対策のための固定

資産税の課税免除に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 議案の１４ペ

ージをお開き願います。 

議案第３３号美幌町過疎特別対策のため

の固定資産税の課税免除に関する条例の一

部を改正する条例制定についてを御説明申

し上げます。 

美幌町過疎特別対策のための固定資産税

の課税免除に関する条例の一部を改正する

条例を次のように制定しようとする。 

記以下につきましては、参考資料で御説

明しますので、参考資料の９ページをお開

き願います。 

資料７、議案第３３号関係であります。 

改正目的でありますが、過疎地域自立促

進特別措置法の一部改正が本年３月３１日

に公布、４月１日に施行されたことに伴い

まして、町条例においても所要の固定資産

税の課税免除に関する条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

改正の内容でありますが、この条例は、

美幌町が過疎地域に指定されたことを受け

て、製造の事業、情報通信技術利用事業、

または旅館業において一定の要件を満たし

た家屋及び償却資産の新設または増設、当

該家屋の敷地である土地の取得に対して固

定資産税の課税免除をすることについて、

平成２６年に条例化したものであります

が、今回の法改正に伴いまして、条例第２

条中、課税免除の対象業種のうち、情報通

信技術利用事業を除外して、農林水産物等

販売業を新たに追加する改正を行おうとす

るものであります。 

なお、この条例は、固定資産税の課税免

除に関する事項を定めるものであります

が、企業立地を通じた過疎対策を取り進め

るとした観点から、経済部が所管しており

ますことを申し添えます。 

根拠法令は、過疎地域自立促進特別措置

法であります。 

施行日は、公布の日であります。 

なお、条例の新旧対照表を１０ページに

添付しております。 

以上、御説明申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） 今、改正の中身を

聞いたのですけれども、情報通信技術利用

事業化が削除された理由というのはどうい

うことから課税免除の対象外になったの

か、その辺の理由をお知らせください。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 情報通信技術

利用事業でございますが、こちらにつきま

しては、いわゆるコールセンターを指して

いるものであります。 

これらが削除された理由というのは、明

確なものはございませんが、一定の役割を
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終えたというように理解しております。 

また、農林水産物等販売業につきまして

は、都市と農村の交流等、過疎対策に非常

に注目されている部分でありますので、こ

の部分が新たに盛り込まれたものと理解し

ております。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第３３号美幌町過疎特別

対策のための固定資産税の課税免除に関す

る条例の一部を改正する条例制定について

を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

暫時休憩します。 

再開は１３時１５分といたします。 

午後 ０時０２分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１１ 議案第３４号 

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第３４号平成２９年度美幌町一般会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 議案１５ペー

ジになります。 

議案第３４号平成２９年度美幌町一般会

計補正予算（第１号）について御説明を申

し上げます。 

平成２９年度美幌町の一般会計補正予算

（第１号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ４,０１５万８,０００円を追加

し、歳入歳出それぞれ１１０億９,２９０万

３,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明を申し上げます。 

２４ページ、２５ページをお開きいただ

きたいと思います。 

まず、歳出について御説明を申し上げま

す。 

２款、総務費の１目、一般管理費、福利

厚生事業費、健康診断委託料２万７,０００

円の減につきましては、再任用職員１名分

の減による補正でございます。 

その次に７目の交通安全費、積立金１３

万４,０００円につきましては、４月３日に

グッドライダークラブ会長鈴木元春様か

ら、交通安全の推進に役立ててほしいと１

３万３,２８０円の御寄附があり、交通安全

推進基金に積み立てを図るものでございま

す。 

なお、今補正に係ります各基金の補正後

の年度末予定残高を参考資料の１１ページ

に添付しておりますので、御参照いただき

たいと思います。 

続きまして、財政調整等基金費、積立金

１万円の増でございます。 

これにつきましては、仲町１丁目渡部清

様から、町のために役立ててほしいと５月

１２日に１万円の御寄附があり、財政調整

基金に積み立てを行うものでございます。 

続きまして、３款、民生費でございま

す。 

３目の高齢者福祉費、高齢者福祉推進事

業費１５０万３,０００円の増につきまして

は、職員の急な退職によります臨時職員１

名、９カ月分の人件費に係る補正の総額で

ございます。 

その下の介護保険特別会計負担事業費、

繰出金２３７万６,０００円の増額につきま
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しては、介護保険制度改正に伴います電算

システム改修に係ります繰出金の増でござ

います。 

５目、障害福祉費、障害福祉事業費２５

８万３,０００円の増でございますけれど

も、これも職員の退職によります臨時職員

で対応を図るため、１名１年分の人件費に

係る所要額の補正でございます。 

３の障害者自立支援事業費、４５万４,０

００円の増につきましては、障害者福祉シ

ステムプログラム改修委託料、これは報酬

改定に伴いますプログラム改修の委託料で

ございます。 

次に２７ページをお願いいたします。 

４款、衛生費、ごみ処分場維持管理事業

費、廃棄物処理場雨水処理施設調査改修設

計委託料８２６万２,０００円の増額につき

ましては、埋立処分場の雨水排水管に土砂

が堆積し支障を来たしていること、またそ

の修繕に多額な費用が見込まれることか

ら、別の排水経路を確保し排水処理を行う

ための手法等について、調査、設計を行う

ための委託料でございます。 

次に、６款、農林水産業費、産地パワー

アップ事業補助金３,２２０万円の増額につ

きましては、ニンジンの作付面積が増加し

てきている中、収穫体制の整備が必要なこ

とから、ニンジン収穫期の増により対応を

図るものでございまして、今回、収穫機４

台を購入することとしたものでございま

す。 

ＪＡびほろが取り組み主体で、総事業費

６,９５５万２,０００円に対する補助金３,

２２０万円の補正を行うものでございま

す。なお、これにつきましては、歳入歳出

同額の予算でございます。 

続きまして、林業推進事業費、積立金２

万６,０００円の増でございますけれども、

これにつきましては、森林整備協定に基づ

き、４月１９日に宮田建設株式会社様から

２万６,０００円の御寄附があったものを未

来への森林づくり基金に積み立てを行うも

のでございます。 

次に、７款、商工費になります。 

補助金、スマッピーカード利用促進事業

補助金４６３万４,０００円の増額でござい

ます。これにつきましては、スマッピーカ

ードを平成２０年にスタンプ事業からポイ

ントカード事業へと移行して利用促進を図

ってきておりますけれども、導入から既に

８年が経過をし、端末機の老朽化などによ

りふぐあいが生じてきていることから、新

しいシステムのタブレット型端末系の更新

を図ろうとするものでございます。 

総事業費につきましては３,００２万９,

０００円で、国庫補助金が税抜きの３分の

２、１,８５３万６,０００円、税抜きの補

助残９２６万８,０００円の２分の１の４６

３万４,０００円を補助しようとするもので

ございます。 

次に、その下のつなげる・つながる商店

街事業補助金２００万円の減でございます

けれども、これにつきましては、連合商店

会で計画をしておりました事業が地域活性

化センター補助不採択となったことにより

ます減額の補正でございます。 

次に、観光施設維持管理事業費１,０００

万円の減でございます。 

美幌峠レストハウス情報発信コンテンツ

制作委託料７００万円、それからその下の

美幌峠レストハウス２階改修工事１,７００

万円の減額につきましては、レストハウス

２階改修の事業内容変更に伴います補正で

ございます。 

当初予算で説明をさせていただきました

内容について、再度関係する機関等と協議

を行った結果、レストハウスとして果たす

べき役割については、多様な利用者への美

幌峠の景観提供及び阿寒国立公園や美幌町

の魅力を発信する情報基地としての機能強

化を図ることが重要であるとの結果から、

今回行う改修といたしましては、従来予定

をしておりましたキッズスペースの新設を

取りやめまして、老朽化した施設改修費と
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して１,９００万円、インバウンド対策と情

報発信として、看板の多言語化タブレット

新設、大型モニター新設、町産材ＰＲなど

として１,４００万円、合計３,３００万円

の工事請負費、またＰＲ映像、ＶＲ映像、

ＳＮＳ用コンテンツなどの制作委託料とし

て７００万円、合計４,０００万円として当

初予算５,０００万円から１,０００万円の

減額を行うものでございます。 

次に２９ページをお願いいたします。 

１０款、教育費でございます。 

図書館運営事業費２９４万８,０００円の

増につきましては、図書館長を嘱託職員と

して配置したことに伴います補正でござい

ます。 

その下、庭木剪定委託料２万５,０００円

の増額でございますけれども、これは敷地

内のツツジの選定を行うものでございま

す。 

その下、図書館活動促進事業費３２万６,

０００円の増額でございますけれども、こ

れにつきましては、４月３日に元町の佐藤

由美子様より、故村松政雄様が生前、図書

館にお世話になったお礼として５万円、ま

た、５月１３日に美幌仏教振興会会長庭野

徳芳様から花祭り仏教文庫に２０万円の御

寄付があり、これらを活用して図書の購入

を図るものでございます。 

続きまして、保健体育総務費でございま

す。 

スポーツ団体合宿事業補助金７１万１,０

００円の増でございますけれども、これに

つきましては、防衛大学ラグビー部が、本

町において８月１０日から２０日までの１

１日間、ラグビー合宿を行うこととなった

ことに伴います増額でございます。 

美幌町ラグビー合宿実行委員会へ補助を

するものでございまして、内容につきまし

ては送迎用バスの借上料等でございます。

なお、合宿参加予定人数が現在４５名程度

予定をされているところでございます。 

次に、１２款、職員給与費でございま

す。 

４００万７,０００円の減額につきまして

は、図書館に配置予定をしておりました再

任用職員を嘱託職員としたことに伴います

減額でございます。 

次に、歳入について御説明申し上げま

す。 

２２ページ、２３ページをお願いいたし

ます。 

国庫支出金、障害者総合支援事業補助金

４５万３,０００円でございますけれども、

これは介護保険制度改正に伴いますシステ

ム改修に係る国庫補助金でございます。 

その下、道支出金、産地パワーアップ事

業補助金３,２２０万円につきましては、Ｊ

Ａびほろが取り組み主体のニンジン収穫機

４台の購入に係る補助金でございます。 

その下の自然環境整備交付金５００万円

の減につきましては、峠レストハウス改修

内容変更に伴います減額の補正でございま

す。 

１７款、寄附金につきましては、歳出で

御説明を申し上げました。 

１８款、繰入金でございます。 

財政調整基金繰入金１,９０７万６,００

０円の増につきましては、図書購入に７万

６,０００円を、また今回の補正財源として

１,９００万円を繰り入れるものでございま

す。 

その下のふるさとづくり基金繰入金５０

０万円の減でございますけれども、これに

つきましては、峠レストハウス改修内容変

更に伴い、当初の１,０００万円から５００

万円を減額するものでございます。 

それから、諸収入、１番下の地方創生が

んばる地域応援事業補助金２００万円の減

につきましては、連合商店会で計画をして

おりました事業が、地域活性化センターの

補助不採択となったことに伴います減額で

ございます。 

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。 
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○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

４番上杉晃央さん。 

○４番（上杉晃央君） ２７ページの商工

業活性化促進事業費のところのつなげる・

つながる商店街事業補助金で、補助の不採

択２００万円と説明ありましたが、予算の

ときに説明は受けたと思うのですが、連合

商店会のどの事業が不採択となったのか説

明いただきたいことと、それからその下の

レストハウスの情報発信コンテンツ制作委

託の説明では、ＰＲ用の画像が主な制作内

容というように聞いたのですが、我々はこ

のコンテンツについて何を委託制作するの

かというのが非常にわからないので、もう

一度制作する中身について詳しく御説明い

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） それでは１点

目のつなげる・つながる商店街事業補助金

の関係でございますが、こちらは当初予算

で地域活性化センターの補助金の採択を予

定していたところであります。 

この事業につきましては、内容は、空き

店舗の改修、講演会の講師謝金と旅費、拠

点施設の光熱水費、商店街の先進地視察と

なっております。 

この不採択を受けまして、事業者のほう

で内容を精査した上で、既定予算でありま

すまちづくり活動奨励事業を活用して事業

を行う予定であります。よろしくお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） 観光主幹。 

○観光主幹（那須清二君） レストハウス

の映像制作の関係ですけれども、今回この

中で考えておりますのが、大きく三つござ

います。 

一つは大型モニターなどで美幌峠の映像

等を流すといったことで、そういった映像

を一つ考えております。 

また、二つ目がＶＲコンテンツ制作とい

うことで、これにつきましては、その撮っ

た映像をもとにＶＲということで仮想現実

といいますか、そういった専用のゴーグル

等を使って、例えば雲海の中を飛んでいる

ような感覚が得られるような、そういった

仕組みをつくるものでございます。 

もう一つが、写真撮影用の情報発信の端

末ということで、こちらはＡＲという拡張

現実というような機能を使いまして、現実

の映像の中に仮想の映像を取り込むよう

な、そして天気が悪いときでも天気のいい

美幌峠の画像をバックに写真を撮れるよう

な仕組みをつくるものということで考えて

いるところでございます。よろしくお願い

いたします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 連合商店会の事業

のことは、予算でそういう説明を受けたの

を思い出しました。 

それで、不採択になったものをまちづく

り活動奨励の事業で対応するという説明で

したけれども、不採択全部が活動奨励の中

で事業を予定されているのか、それともこ

の中から厳選して商店街側で事業をやろう

としているのか、その辺の予定がわかれば

教えていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの商

店街の関係でございますけれども、不採択

となったのが事業費で２００万円ございま

した。このうち、事業内容を見直ししまし

て、事業費ベースでいきますと、１７０万

６,０００円の事業をまちづくり活動奨励事

業で行うこととしております。 

その内容としましては、リーフレット制

作だとかホームページの制作、デザインを

含むものとしまして５０万円、内部改修と

しまして約５７万円、内部の壁面パネルの

製作で２３万円ということでございます。 

そのうち、まちづくり活動奨励事業の補

助金としまして９０万２,０００円、残りの

４０万２,０００円につきましては、事業者
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であります北１丁目商店街の負担というこ

とでございます。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。 

○４番（上杉晃央君） 状況はわかりまし

た。 

それで、先ほど観光主幹からレストハウ

スの説明があったのですけれども、差し支

えなければ、このコンテンツ制作委託料の

概要について、説明資料としていただくよ

うに取り計らいをお願いしたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 先ほどの上杉

議員のお尋ねでございますが、私、事業費

がまちづくり活動奨励事業の分を１７０万

６,０００円と申しましたけれども、１３０

万４,０００円の誤りでございます。 

訂正をよろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第３４号平成２９年度美

幌町一般会計補正予算（第１号）について

を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 議案第３５号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第３５号平成２９年度美幌町介護保険特別

会計補正予算（第１号）についてを議題と

します。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

民生部長。 

○民生部長（髙崎利明君） 議案の３１ペ

ージをお開き願います。 

議案第３５号平成２９年度美幌町介護保

険特別会計補正予算（第１号）について御

説明申し上げます。 

平成２９年度美幌町の介護保険特別会計

補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２３７万６,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７

億６,９９８万６,０００円とする。 

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

歳出から御説明いたしますので、４０ペ

ージ、４１ページをお開き願います。 

３、歳出。 

１款、総務費、介護保険法改正対応シス

テム改修委託料２３７万６,０００円につき

ましては、本年８月執行予定の高額介護サ

ービス費制度の見直し及び平成３０年４月

執行予定の介護報酬改定、更新認定有効期

間の上限延長等の対応に係るシステム改修

の補正でございます。 

歳出は以上でございます。 

次に、歳入について御説明いたしますの

で３８ページ、３９ページをお開き願いま

す。 

２、歳入。 

７款、繰入金、その他一般会計繰入金に

つきましては、今回のシステム改修に伴う

財源を一般会計繰入金に求めるもので、２

３７万６,０００円を増額するものでござい

ます。 

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 
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これから、議案第３５号平成２９年度美

幌町介護保険特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第２ 議案第３６号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第２ 議

案第３６号美幌町長等の給与等に関する条

例の一部を改正する条例制定についてを議

題とします。 

直ちに提案理由の説明を求めます。 

総務部長。 

○総務部長（広島 学君） 議案第３６号

美幌町長等の給与等に関する条例の一部を

改正する条例制定について御説明を申し上

げます。 

美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例を次のように制定しようと

する。 

記以下につきましては、参考資料により

御説明を申し上げます。 

資料９になります。 

美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例制定についてでございます

が、改正目的といたしましては、今回発生

いたしました職員の不祥事により、町の信

頼を大きく損ねた責任から給料月額を減額

しようとするものでございます。 

改正内容につきましてですが、附則の追

加でございまして、まず、町長の給料月額

を１０％減額し、月額を６７万３,２００円

とし、副町長の給料月額を５％を減額し

て、月額を６２万５４０円に、同じく、教

育長の給料月額についても、５％を減額

し、月額５３万７,５１０円として、それぞ

れ平成２９年７月支給分について、適用を

図ろうとするものでございます。 

以上、御説明を申し上げました。よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。 

１０番吉住博幸さん。 

○１０番（吉住博幸君） 質疑させていた

だきます。 

今の説明、その前に行政報告の中でも追

加議案に触れられていましたけれども、あ

えて私の言葉で言えば、今回の事件は明ら

かに職員として職務上の時間帯での出来事

ではないと思う中で、町長さんたちは職員

の監督責任ということで、今回の提案に至

っているというように私は受けとめている

中で、逆に、私生活まで、町長さんを先頭

にして監督責任というのは、今後も含めて

どこまでの範囲を指して職員の私生活を管

理していくのかという観点も含めて疑問に

思うところであります。 

そういう意味で、もう一度おさらいさせ

ていただきますけれども、町長等の職員に

対する監督責任の範囲は生活まで及ぶの

か。今回は業務上の事故でもなければ何で

もない。勤務時間でもない。監督責任があ

るというならば、どこまでの範囲を監督責

任かということをいま一度明確にしていた

だきたいと思うところであります。 

そういう趣旨で聞いておりますので、私

生活まで及んで監督責任が生じるものか。

考え方をお示ししていただきたいと存じま

す。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 私生活あっても、

やはり監督責任はあると思います。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ

ん。 

○１０番（吉住博幸君） 今、明快にお答

えになられた中でさらにお尋ね申し上げま

す。 

私の言葉で言う私生活において、各家庭

でいろいろな出来事が生じると思います。
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そういう中で、その事案、事件の内容によ

って、その程度も違ってくることは、物理

的にはわかるのでありますが、そうした

ら、個々の家に、今アイフォンなどを使い

ますと２４時間監視ができます。私の言葉

では監視できると言いますが、映像、音声

を収集する機能もあるのです。 

将来、職員の私生活まで管理監督する責

任があるとするならば、そこまでやってい

かなくてはいけない行為も議論の中では出

てくるのではないかと危惧するのです。 

例えば、論点が違いますけれども、テロ

など、今回はテロではありませんけれど

も、防犯と称して至るところにテレビカメ

ラ等があって、それは事件が起きたときに

基本的には速やかな事件解決のために多く

設置されているとは思いますが、私は根本

的に、私生活は私生活ということで割り切

っていただかなければ、例えば職員が時速

５キロメートルのスピード違反をした。も

ちろん程度はありますけれども、それだっ

たら町長みずからの身がもたない。それは

職員の責任の範囲だと思うのですけれど

も、いま一度お答え願いたいと存じます。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 私は、結果責任は

とるべきだと思っておりますので、今回こ

ういう措置をとらせていただきました。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（平井雄二君） 私のほうから

は、若干制度的なお話をさせていただいて

御理解を願いたいと思いますが、今回の事

件は、議員御指摘のとおり私的な行動の中

での事件ということは間違いありません。 

しかし、地方公務員制度の中で法的にも

うたっておりますけれども、公務員におい

てはその服務規程の中で、その義務につい

ては、議員がおっしゃる職務上の義務と、

もう一つは身分上の義務というように大き

く二つ分かれるところであります。 

今回の事案、そして議員御指摘の私的な

時間帯での不祥事というのは、今回は特に

身分上の違反ということでの地方公務員制

度上の違反であったということでありま

す。 

そこで、特に今回の事案については、全

てが私的なことについて全部責務を負うの

かということについては、そういうことで

はなくて、当然内容によるということで、

その事案の重要性、あるいは住民への影響

性、そういったものによって判断すべきも

のとして、今回の事案については非常に住

民へ与える影響が大きい事案であったと。

それはなぜかというと、今回の非違的な行

為は、住民の一般家庭内の部屋を長期間に

わたってのぞきをしてしまったと。これ

は、住民にとっては非常に恐怖心を抱いた

り、不安の日々を送ったりということで、

特に女性にとっては非常に恐ろしい行為で

あると。ましてや、被害者にあっては、そ

の期間どれほど苦しい思いをしたのか、は

かり知れないところでありますし、今回の

事件が発覚したことによって、相当怒り心

頭の状況にあるのではないかということ

で、個人的な行動と私的な時間による個人

的な行動といえど、公務員たるものが住民

の安全安心な状況、環境をつくっていくと

いうのは当然なわけでありますが、これが

逆に、みずからそれを犯して恐怖を与えて

しまうということは、言語道断なことであ

ります。 

これは公務員になるときにも、当然公務

員とは何ぞやというものも教育をしている

いるわけであります。そういった公務員倫

理というものが失われてしまった結果なの

ではないかということであります。 

そういったことから、今回の事案につい

ては、やはり任命権者としての責任は当然

重く受けとめなければならないということ

で、町長が判断をして、これは任命権者と

してのみずからの一定程度の責任を果たす

ということでの処置ということであります

ので、御理解を願いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １０番吉住博幸さ
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ん。 

○１０番（吉住博幸君） 被害に遭われた

方については、今、副町長が言われたとお

りだと思います。 

しからば、今、任命責任者というような

お言葉もお聞きしたものですから、最近、

性癖というのでしょうか、今後職員の任用

に当たっても、そういう性癖のある者、あ

る国ではそういう性癖のあるものにはＧＰ

Ｓまでつけていろいろなところに立ち入ら

ないような仕組みまで打ち出しているかの

ようにお聞きしておりますし、そうなれ

ば、そこまでの対応も含めたものがあって

言うのであれば私はわかるのですけれど

も、そういうこともなしに、犯罪と言う前

に、私はこれは病気ですということであれ

ば、尐なくとも私の考え方と違うと思いま

す。これで終わります。 

○議長（大原 昇君） 副町長。 

○副町長（平井雄二君） 病気でないかと

いう御指摘でありますけれども、たとえ病

気だとしても、その任命責任は問われるも

のだと思っております。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（土谷耕治君） 私は、今、副町長

から答弁ありましたように、やはり私的な

ことであっても、結果としての責任をとら

なければいけないという思いで今回提案を

させていただきました。 

それで今、議員がおっしゃるのは、要す

るに皮膚の中にＧＰＳを入れてというの

は、これは多分、再発防止のための措置だ

と思いますので、最初からそれを入れると

か入れないとかという問題ではなくて、再

発防止のための措置だということで御理解

をいただきたいと、そのように思っており

ます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。 

これから、議案第３６号美幌町長等の給

与等に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１３ 意見書案第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 意見

書案第１号平成２９年度北海道最低賃金改

正等に関する意見書についてを議題としま

す。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第３ 意見書案第２号 
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○議長（大原 昇君） 追加日程第３ 意

見書案第２号「新たな高校教育に関する指

針」の見直しを求める意見書についてを議

題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第４ 意見書案第３号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第４ 意

見書案第３号特別支援学校の設置基準策定

及び特別支援学級の学級編成基準の改善を

求める意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第５ 意見書案第４号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第５ 意

見書案第４号国の責任による３５人以下学

級の前進を求める意見書についてを議題と

します。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本意見書案は、原案のとお
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り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第６ 意見書案第５号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第６ 意

見書案第５号国の教育予算を増やして高校

無償化を復活し、給付制奨学金制度の確立

を求める意見書についてを議題とします。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎追加日程第７ 意見書案第６号 

○議長（大原 昇君） 追加日程第７ 意

見書案第６号義務教育費国庫負担制度堅

持・負担率２分の１への復元、教職員の超

勤解消と３０人以下学級の実現、子どもの

貧困解消など、教育予算確保・拡充と就学

保障を求める意見書についてを議題としま

す。 

本案は、会議規則第３９条第２項の規定

によって、提案理由の説明を省略したいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、提案理由の説明を省略する

ことに決定しました。 

これから質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

これから、本意見書案についてを採決し

ます。 

この採決は起立によって行います。 

本意見書案は、原案のとおり決すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

したがって、本意見書案は、原案のとお

り可決されました。 

ただいま可決されました意見書は、議長

において別紙記載の提出先に提出すること

といたします。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１４ 報告第７号 

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 報告

第７号平成２８年度美幌町一般会計予算繰

越明許費繰越計算書について。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第７号平成２８年度美幌町一

般会計予算繰越明許費繰越計算書について

はこれで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１５ 報告第８号 

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 報告

第８号一般財団法人美幌みどりの村振興公
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社の経営状況報告について。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

６番戸澤義典さん。 

○６番（戸澤義典君） ７２ページです。 

冬の遊び広場（新規）とありますけれど

も、この事業内容と予算規模をどのように

考えているのかお伺いしたいと思います。 

２点目、７４ページになります。 

ウェルカム美幌のれんとありますけれど

も、これは設置場所が遠いのではないかと

いう意見とか、行きたいけど坂道で行きづ

らいという意見も多々聞かれます。 

それで、例えば和牛まつりですとか夏祭

りですとか、そういうイベントのときに持

ってきてかけるとか、もっとＰＲできる方

法があるのではないかという意見を聞くの

ですが、のれんの運用というか、その掲示

場所の考え方についてお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） 初めに、７２

ページの冬の遊び広場の関係でございます

が、こちらはグリーンビレッジ美幌と博物

館の間にあります農村公園野外緑地広場が

冬場は雪の堆積スペースになっております

ので、こちらに小さい山をつくって、滑り

台をつくるだとか、あとそこでタイヤチュ

ーブ等を使っていただく等の小さな遊び場

を考えております。 

こちらにつきましては、事業費的なもの

は通常業務の中で行っておりますので、費

用的なものはかからないと考えておりま

す。 

２点目のウェルカム美幌のれんの関係で

ございますが、議員がおっしゃるように、

みどりの村森林公園のかなり奥のほうにご

ざいます。また散策していく中で、そこま

で行くということを楽しみにされている人

もいるということもあります。 

また、多くの人に見ていただくためにと

いうことでございますが、こちらののれん

のレプリカがございますので、こちらは今

びほーるにも掲示させていただいています

が、こういったものを多目的に活用できな

いかということについて内部で考えていき

たいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

５番稲垣淳一さん。 

○５番（稲垣淳一君） ５２ページになり

ます。 

５２ページの中の項目でいう１４番で

す。みどり村の施設を利用した主な団体が

るる上がっていますけれども、ここの主な

利用方法は何だったのかということが１点

と、その下の３番、みどりの村施設の管理

運営受託事業の中のグリーンビレッジの管

理運営ですが、利用者数が昨年と比べて１,

０００名ぐらい減っております。その内訳

が以下に書いておりますけれども、これら

の減った現象についてはどのように捉えら

れているのかという２点でございます。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） ５２ページの

１４番、みどりの村を利用した主な団体で

ございますが、こちらはいずれも、宿泊研

修だとか、そういったような形で使ってい

ただいている状況であります。 

また、５２ページ、５３ページのグリー

ンビレッジ美幌の利用者数の減でございま

すが、こちら③の人数が平成２７年度４,０

７３名、２８年度２,９１３名となっており

ますが、人数のカウントの仕方を一定程度

整理して、実際に活用した方を実人数とい

うように整理をしたことから人数の減とな

っている状況でございます。よろしくお願

いします。 

○議長（大原 昇君） ５番稲垣淳一さ

ん。 

○５番（稲垣淳一君） 施設を利用した主

な団体は、宿泊研修が主なものということ
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で、結構リピートの団体が多いのかという

確認が１点と、利用者数のカウントの仕方

をもう一度説明してもらえますでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 経済部長。 

○経済部長（矢萩 浩君） まず、５２ペ

ージのみどりの村の利用者の関係でござい

ますが、答弁漏れをしておりました。 

宿泊研修のほかに、遠足もございます。

こういった方に利用いただいているところ

であります。 

また、人数のカウントの仕方でございま

すが、平成２８年度につきましては、純粋

な利用者を対象にしております。 

例えば、別の用務があって、みどりの村

を訪れた方については対象にしておらず、

本当に純粋に利用された方を対象にしてお

ります。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） それでは、報告第

８号一般財団法人美幌みどりの村振興公社

の経営状況報告についてはこれで終わりま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１６ 報告第９号 

○議長（大原 昇君） 日程第１６ 報告

第９号専決処分の報告について。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第９号専決処分の報告につい

てはこれで終わります。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１７ 報告第１０号 

○議長（大原 昇君） 日程第１７ 報告

第１０号例月出納検査報告について（２月

～４月分）。 

お手元に配付しているとおり、報告書の

提出がありましたので、お聞きすることが

あれば許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） ないようでありま

すので、報告第１０号例月出納検査報告に

ついて（２月～４月分）はこれで終わりま

す。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１８ 議員の派遣について 

○議長（大原 昇君） 日程第１８ 議員

の派遣についてを議題とします。 

お諮りします。 

議員の派遣については、お手元に配付し

た印刷物のとおり、派遣することに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本件は、お手元に配付した

とおり派遣することに決定しました。 

――――――――――――――――――― 

◎日程第１９ 閉会中の継続調査に 

ついて 

○議長（大原 昇君） 日程第１９ 閉会

中の継続調査についてを議題とします。 

各委員長から会議規則第７５条の規定に

よって、お手元に配付した印刷物のとおり

申し出があります。 

お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、各委員長から申し出のとお

り、閉会中の継続調査とすることに決定し

ました。 

――――――――――――――――――― 

◎閉会宣告 

○議長（大原 昇君） 以上で、本定例会

に付議されました案件は全部終了しまし
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た。 

会議を閉じます。 

これで、平成２９年第３回美幌町議会定

例会を閉会します。 

お疲れさまでした。 

 

午後 ２時０９分 閉会   
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